
岩手県大船渡市
総務省消防庁

令和７年２月２６日に発生した

岩手県大船渡市林野火災に係る

避難指示の発令状況等

第４回大船渡市林野火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関する検討会 資料４

次ページ以降の内容は、総務省消防庁から岩手県大船渡市に対する標記に関する調査及び聴き取りによるもの



【避難指示の発令状況等】

・大船渡市地域防災計画の「災害の発生を覚知し、災害の拡大が予想され、避難を要すると認められるとき」に従って、避難指示を発令。

・「レベル4避難指示」の発令時刻及び発令地域は、下表のとおり。なお、「レベル3高齢者等避難」は発令していない。

日付 発令日時 発令地区 対象世帯数
（）は該当時刻の累計

対象人数
（）は該当時刻の累計

避難指示発令のトリガー（判断要素等）

2/26 13:50 三陸町綾里：打越 注 注 消防デジタル無線情報、消防団員から送られてきたSNS映像

14:00 三陸町綾里：小路、石浜、
岩崎、港

220 561 消防団員から送られてきたSNS画像

14:20 三陸町綾里：全域 850 2,060 上記の状況から延焼拡大を想定

14:32 赤崎町：合足 23（873） 54（2,114） 上記の状況から延焼拡大を想定

2/27 16:45 赤崎町：大立、永浜、清水、
蛸ノ浦、外口、長崎

467(1,340) 1,192(3,306) ・赤崎町方面へ延焼拡大している旨の消防本部からの情報
（ホットライン）
・ライブカメラ（国土交通省設置）で延焼拡大を確認

2/28 18:13 赤崎町：宿、後ノ入、大洞、
生形、山口、森っこ

415(1,755) 957(4,263) ・赤崎町方面へ延焼拡大している旨の消防本部からの情報
（ホットライン、写真）
・ライブカメラ（国土交通省三陸沿岸道カメラ）で
延焼状況を確認
・市役所庁舎屋上から目視により延焼拡大を確認
・日中、自衛隊ヘリの空中偵察動画、民間のYouTubeライブ
放送により延焼状況をチェック

3/1 7:30 三陸町越喜来：上甫嶺、
甫嶺西、甫嶺東

141(1,896) 333(4,596) ・ライブカメラ（国土交通省崎浜漁港カメラ）で延焼状況を確認
・日中、自衛隊ヘリの空中偵察動画、民間のYouTubeライブ
放送により延焼状況をチェック
・市職員から送られてきた写真

①大船渡市の林野火災における避難指示の発令状況等

※3/7の10時以降は避難指示の解除段階のため省略 1
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注…打越地区は、対象世帯数及び対象人数を把握している最小単位である小路地区のなかの、更に小さい地区のため、不明
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三陸町綾里（全域） 2,060人
避難指示発令済（2/26 14:20）

赤崎町（合足） ５４人
避難指示発令済（2/26 14:32）

①参考 2月27日16時45分 赤崎町の避難指示地域拡大時

外口
152人

長崎
158人

蛸ノ浦
475人

清水
142人

永浜
125人

第一中学校
収容人数200人

越喜来小学校
収容人数300人

蛸ノ浦漁村厚生施設
収容人数100人

2/27 16：45閉鎖
（延焼拡大による）
→避難者は主に福祉

       の里センターへ避難

三陸公民館

リアスホール
収容人数200人

凡例
（緑枠）：２月２６日までに避難指示が発令された区域
（緑丸）：２月２６日までに開設された避難所
（赤枠）： ２月２７日１６時４５分に避難指示が発令された区域
（赤丸）： ２月２７日１６時４５分以降に開設された避難所

大立
140人

東朋中学校
収容人数350人

2/27 11：00閉鎖
（延焼拡大による）

    →避難者は主にリアス
ホールへ避難

福祉の里センター



①参考 おおよその延焼範囲：2月27日1７時頃及び3月7日
第１回検討会配布資料２「大船渡市林野火災の概要」P3及びP9より抜粋
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2月27日１７時頃に
新たに確認された延焼範囲

2月１９日に発生した火災の延焼範囲

2月26日１５時頃に確認された延焼範囲 2月１９日に発生した
火災の延焼範囲

3月7日までに
確認された延焼範囲

3月8日6時時点の焼失面積：約2,900ha
［3月8日10時 大船渡市発表］

2月28日8時時点の焼失面積：約1,200ha
［２月２8日8時 大船渡市発表］



【ア：住民の避難状況の把握方法】
住民の避難状況の把握方法は以下のとおり。
（1）避難所への避難
定期報告の時点（7時・11時・18時など）の避難者数を速やかに、各避難所から報告を受け、市でとりまとめ、集計。

（2）避難所以外への避難
市の防災行政無線をはじめ、市、岩手県、陸前高田市及び住田町のHPやSNSにおいて、
『避難指示の発令に伴い、知人宅、親戚宅に避難している方や車中泊をしている方は、

     避難者数を把握するため、市役所地域福祉課までご連絡ください。電話番号は、○○です』と周知。
寄せられた情報を市の地域福祉課でとりまとめ、集計。

【イ：住民の避難の状況（最大）】
避難指示発令後の住民避難等の状況について、市として把握できているものは以下のとおり。

【ウ：住民の避難手段】
住民の避難手段に関するデータ等は以下のとおり。

〇避難所への避難者数の合計が約1,200人、避難所への自家用車数の合計数は700台弱。
前者に対する後者の割合が5割を超えていたことから、
いずれの地域においても住民の避難手段としては、「自家用車での避難」が多かったものと考えられる。

〇なお、市が所有する患者輸送用車両による送迎のほか、近隣住民での乗合いや、社会福祉法人の送迎車による
送迎などの協力も見受けられた。

②実際の住民の避難行動等の状況

〇避難指示対象世帯数、人数 ：1,896世帯、4,596人
〇避難所への避難者数（最大（注）） ：1,249人（全住民の27.１％）
〇避難所以外への避難者数（最大（注）） ：3,061人（全住民の66.6％）
※市の地域福祉課調べ。多くは親戚宅への避難。その他、ホテルや旅館等宿泊施設への避難が見受けられた。

〇避難者数の合計（最大（注）） ：4,310人（全住民の93.7%）
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注：3月6日18時時点と3月7日7時時点

注：3月6日18時時点と3月7日7時時点

注：3月6日18時時点と3月7日7時時点



【エ：住民の避難行動等の主な状況（時系列）】
避難所への避難者数の時系列推移について、ポイントは以下のとおり。
（１）２月２６日14時20分の三陸町綾里全域及び同日14時32分の赤崎長合足地区への避難指示発令後、

三陸公民館の避難所には、同日18時時点で、約300人が避難していた。
（２）赤崎町（大立、永浜、清水、蛸の浦、外口、長崎地区）に避難指示が２月27日16時45分に発令された後、

リアスホールの避難者数は、２月２７日7時時点の85人から、同日19時時点の220人へと、135人増加している。
（３）三陸町越喜来（上甫嶺、 甫嶺西、 甫嶺東）に避難指示が３月１日7時30分に発令された後、

越喜来小学校の避難者数は、３月１日７時時点の156人から、同日１１時時点の247人へと、91人増加している。
また、第一中学校の避難者数は、同日７時時点の59人から、同日18時時点の103人へと、44人増加している。

②実際の住民の避難行動等の状況
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【ア：実際に活用した避難所を選定した理由】
〇以下の観点で避難所を選定した。
・火災の影響を受けない隣接する地域で、比較的近くに位置する避難所
・なるべく多くの人を収容できる公共施設

〇三陸町綾里地区に所在する指定避難所は、延焼のおそれがあったため開設しなかった。
○三陸公民館（市営）、福祉の里センター（県営）は、指定避難所に指定していなかったが、

上記の観点から避難所として開設。福祉の里センターは岩手県と市の間で調整し、避難所として開設した。
○なお、赤崎町内の蛸ノ浦漁村厚生施設と東朋中学校の２つの指定避難所は、一旦開設した後、

赤崎町方面への延焼拡大により火災の影響を受けるおそれがあったことから、
前者は２月27日16時45分に、後者は同日11時にそれぞれ閉鎖した。

【イ：その他】
〇県から周辺市町村に呼びかけをしてもらい、保健師を大船渡市へ数多く派遣した。

保健師が、避難所のみならず、個人宅に避難している方を訪問した上で、健康状態の確認を行ったことなどにより、
災害関連死をゼロとすることができた（令和７年６月１６日現在）。

③避難所について

避難所の様子① 避難所の様子②
6



【ア：避難指示の周知方法】
・市防災行政無線（屋外子局、戸別受信機）
※大船渡市の戸別受信機の設置状況（令和６年３月３１日時点）

10,896 戸（一部公的機関含む） ／14,719世帯
・市公式ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｘ、登録制メール）への一斉配信
・緊急速報メール（2月26日14時20分 綾里全域への避難指示発令以降） 
・地区有線放送（綾里田浜地区、赤崎町山口地区）による地域での呼び掛け（屋外スピーカーのみ）

※防災行政無線による繰り返しの呼びかけに加え、戸別受信機の設置率が市内で約7割と高かったことが、
住民避難に効果的だったと考えられる。

※その他、住民への聞き取りの中では、避難に結びついた理由として以下のような声も寄せられた。
「防災行政無線だけではなく、地区有線放送で呼びかけがあったため、よりわが事感を感じたため避難した」
「地域コミュニティ（自主防災組織）が、一人暮らし高齢者等に電話で直接避難準備を促したことにより、
スムーズな避難につながった」

【イ：呼びかけの内容】
上記の方法による呼びかけの際は、住民がいち早く避難するよう、以下の点を意識した内容とした。
・延焼拡大のおそれがあり、危機が迫っている状況であること
・ただちに避難する必要があること
・簡潔であること

④避難指示の周知方法等

7

（参考）戸別受信機



【ウ：実際の呼びかけ内容（メッセージ）】
①避難指示発令と同時

②避難指示発令から一定時間経過後

③避難指示発令地域が広がった際

※その他の呼び掛け内容

④避難指示の周知方法等

赤崎町合足地内で発生した林野火災は、延焼拡大しています。
小路・石浜・港・岩崎地域に、避難指示を発令しますので、ただちに身の安全を確保してください。
避難所は、越喜来小学校体育館、三陸公民館です。

赤崎町合足地内の林野火災は、延焼拡大しています。
ただちに身の安全を確保してください。
避難所は、越喜来小学校体育館、三陸公民館です。

赤崎町合足地内で発生した林野火災は、延焼拡大しています。
綾里地区全域に、避難指示を発令しますので、ただちに身の安全を確保してください。
避難所は、越喜来小学校体育館、三陸公民館です。
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甫嶺地域に避難指示が発令されたことから、避難所に向かうバスを9時ごろから巡回します。
停留場所は、鬼沢漁港入口、甫嶺駅です。

林野火災が延焼拡大していますので、長崎、外口地域の方は避難してください。
避難所は、旧吉浜中学校です。午後6時ごろからバスを巡回します。
停留場所は、上長崎、長崎、外口バス停です。



【イ：逃げ遅れがないかの確認】
・岩手県警察が自らの判断により巡回を実施。 

・市としても、下図の地域において市バスを運行・巡回し、避難所までの送迎を実施。
なお、防災行政無線による広報で指定した停車場所に順次停車し、避難者がいないか周囲を確認の上、発車。

・また、水産会社の外国人従業員宿舎に逃げ遅れがないか、声掛けを行った（すでに避難済みであった）。

⑤住民への避難促進のための取組等

【ア：避難促進のための取組】
・市防災行政無線、市公式SNS、地区有線放送など、多様な手段による避難の呼びかけ等を、複数回実施
・自主防災組織が、一人暮らしの高齢者等に直接電話し、避難準備の促進を実施
・一部地域において市バスを運行・巡回し、避難所までの送迎を実施

[市バスの運行・巡回について]
・市バスは大型車28人乗り１台。
・左記①～③の地域を市バス1台で巡回。
・なお、巡回したが、住民は既に避難済みであり、
結果として送迎者はなし。

避難指示対象地域の夜間に灯りがある家など、「人がまだいる疑いがある」家に対して各戸訪問を実施したとのこと。
なお、警察が各戸訪問した家については、すでに避難済みの家ばかりだったとのこと。
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②

③

①

①3月1日午前9時頃巡回（甫嶺東・甫嶺西・上甫嶺）
②3月2日午後６時頃巡回（長崎・外口）
③3月２日午後７時頃巡回（清水・蛸ノ浦地域）



住民避難に関して発災当時に実施した取組の良かった点や反省・改善点（当時こうしておけば良かった点）は以下のとおり。

【ア：良かった点】
・避難指示発令について、火災現場写真や消防デジタル無線などの情報から、対象エリアを特定し、
躊躇なく発令することで、地域住民の身の安全を確保することができた。

・避難指示発令に当たっては、防災行政無線（戸別受信機）広報の他、地区有線放送、各種SNS、登録メール等の
複数手段による情報伝達が迅速な避難につながった。

・大船渡市は、普段から住民参加の避難訓練等を精力的に行っており、迅速な避難につながったと考えられる。
・地域ごとのコミュニティがしっかり構築されている（自主防災組織が機能している）こと、顔の見える関係、

   相互の関係性が深いからこそ、防災行政無線の内容や煙を確認した後、周囲に声を掛け合うなど迅速な避難に繋がった。

【イ：反省・改善点】
 ・住民への周知の観点から、最初の避難指示の発令のタイミングより緊急速報メールを活用するべきであった。
※3回目の避難指示（2月26日14時20分 綾里全域への避難指示発令時）から活用。なお、発災直後は相当な
スピードで延焼拡大していたことから、防災行政無線広報での避難呼び掛けに人員を集中。

⑥振り返り
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